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項目 選択した理由 現状分析 解決目標 解決方法 期限 経過

いちばん星で策定し

ている緊急時対応マ

ニュアル・災害マニュ

アル等に沿った訓練

が行われています

か。

わからないを選

んだ人が40％

いたため。

1回/年実施しているが、実施していることをしらないという意見もあ

る。また、職員もマニュアル周知が万全ではない。

来年度の保

護者のアン

ケート結果

でわからな

いをなくす。

2カ月に1回カリキュラムに入れていく。

スタッフのアンケート結果を踏まえて切磋

していく。

令和3年

今年度のアンケート結果で、わ

からないが33％いた。

引き続き周知の仕方と避難訓

練の実施の仕方を検討してい

く。

環境・体制整備

もう少しスペー

スがある方が

良いや密になっ

ているという意

見があったた

め。

子ども・スタッフだけでなく、補助具等もあるため、人数が多い時は

スペースの確保が難しい。

物の配置を

工夫し、ス

ペースを確

保して密を

避ける。

物の配置を検討するために、大規模な配

置換え（ピアノ・畳ベッド・畳マットなど）を

実施し、広い空間を確保する。年度末に

実施予定。

令和3年

大規模な環境整備を行った。

以前よりかは子どもたちが密に

なることは改善しているが、新

たに改善すべきことも上がって

きている為、検討していく。

利用児童の主治医

と情報共有し、医療

的ケアが十分に行

えるよう配慮されて

いますか

前年度にも連

携不足が上

がっており、ま

だ改善すべきと

ころがある為継

続とする。

前年度の反省をふまえて実施ししてきたが、きらら園の連絡ノート

による保護者からのレスポンスはあるが、こちらからのレスポンス

のアナウンスが少ない。また、主治医とのやりとりをしたい時は、保

護者を通してメモ等を渡してやっていたが引き続き継続が必要な

状況。

こちらからの

レスポンスを

増やしてい

く。

こちらからのレスポンスが少なく、児の状

態を伝えるためにも、他事業所の人にも

連絡ノート見てもらってよいこと保護者に

伝える。

主治医とのやりとりをしたい時にはメモと

一緒に経過を付けるとともに、保護者にも

周知して児の状況を少しでも理解しても

らえるよう促す。

また、医療機関と連携をとりやすくするた

めに、次回外来日を確認する。

令和2年度

保護者さんからの医療聞き取

りや次回外来日の確認などは

行えていたが、主治医とのやり

とりは未だに不十分であるた

め、引き続き検討していく。


